
子どもは機会を得れば大きく変わる－早月中学校の文化祭に参加して－

中　山　和　彦

　10月19、20日に富山県滑川市立早月中学校の文化祭
に参加してきた。この早月中学校は、インテリジェン
ト・エコスクールとして建設されつつある学校である。
校舎・体育館等の建物部分は完成し、運動場・野球場・
サッカーグラウンド等の運動施設や、エコスクールと
しての目玉の一つビオトープが来年度に建設されるこ
とになっている。
  コンピュータ部が「早月中学校－全国一の中学校－」
という題で、学校のインテリジェント部分をパワーポ
イントを使ってプレゼンテーションした。その内容
は、全校生徒313名に対して約250台のコンピュータ
があり、各教室には無線LAN、液晶プロジェクター、本
の図を投映するためのビデオカメラ等が設置されてい
ること、ノートパソコン（2学級分80台）をもってく
れば、どの教室でもコンピュータを用いて学習ができ
ること、生徒の机は、コンピュータを使っても教科書
やノートを開くことができるよう普通の学校の２倍位
の大きさで、教室の広さもそれに従って大きくなって
いること、英語教室を含め、1学級全員が同時にコン
ピュータを使える教室が3教室あることなどであった。
　全国一と自負できるだけの設備・施設が整っている
にもかかわらず、教務主任の先生は『コンピュータの
数が足りなくて、先生たちの希望に応えきれない…』
と悲鳴をあげている。いかに授業でコンピュータが使
われているかを示しているものであろう。
　文化祭では、各学年毎に劇をするのが習慣になって
いるそうである。今年は３年生がシェークスピアの
「オセロー」を上演した。50分間を全部英語で演じた

のである。台詞が思いだせない時の助けのために、舞
台の両翼には液晶プロジエクターで台詞をプロンプト
していたらしいのだが、演じている生徒でそれを見て
いたような様子は一人も見られなかった。発音は見
事で、完全に判る英語を話していた。また、出場者の
台詞に合わせて自分たちで翻訳した台詞を、舞台の上
部に下げた白幕に投影していた。50分間一つの乱れも
なく、完全にタイミングがあっていたのにはびっくり
した。見ていた1、2年生やお客さんは、俳優が日本語
でしゃべっていたように感じたであろう。舞台背景、
衣装、メーキャップも見事で、とても中学生の演劇に
は思えなかった。劇の後、演じた生徒ばかりでなく、製
作にかかわった生徒が担当毎に舞台に出てきて挨拶し
たが、結局、3年生全員が観客の前に顔を出した。こ
の製作過程は、11月15日の松下視聴覚教育研究財団の
全国大会で発表されることになっている。
　6月以来の訪問であったが、生徒の変化にびっく
りした。明るいのである。全員が声を出して明るく挨
拶してくれるのである。きれいな学校を汚さないよう
にと努力をしている様子、行動や話しぶりにも自信が
満ちているように見受けられた。また、出会った先生
すべてから前向きのエネルギーを感じた。
  この文化祭に参加して、子どもたちは機会を得れば、
思いがけない力を発揮できること、プロンプターや台
詞字幕など、我々では考えられないコンピュータの使
い方を子どもたちはいともやすやすとやってくれる素
晴らしい能力をもっているということを強く感じた。

（21世紀教育研究所所長／筑波大学名誉教授）
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　ポートフォリオ評価を取り入れた英語科における音読学習

１．はじめに
　中学校学習指導要領の英語の目標は，「積極的にコ
ミュニケーションを図ろうとする態度の育成」や「聞
くことや話すことなどの実践的コミュニケーション能
力の基礎を養う」こととされている．特に，「聞くこ
と」や「話すこと」を重視した目標設定となっている．
本稿は，英語の音読学習において，学習者が自らの表
現活動の学習過程を振り返り，新たな目標や課題を
持って学習を進めていけるようなポートフォリオ評価
活動を取り入れて実践したものを報告するものである。
本実践では，スタディノートを用い，生徒の音読や暗
唱のビデオ映像を提示し，読むこと，話すことに関す
る８項目の評価基準を設け，同学年の生徒と英語教師
がそれぞれの作品について評価した．

２．方法
(1)生徒の実態
　本校の第１学年の生徒は，昨年度，年間を通して教
科書本文の暗唱活動を行ってきた．本文の学習を終了
すると，生徒は暗唱チェックカードを持って，教師に
暗唱を聞いてもらい，サインをもらうという学習活動
である．何度も繰り返し読んだり覚えたりする学習を
通して，自然に英語が使えるようになることを目的と
した．しかし，この教師と生徒の一対一の暗唱チェッ
ク活動では，生徒が自分自身の英語を聞いて，自己の
学習の状況を客観的に判断するという自己評価や振り
返りの学習ができなかったし，自分の暗唱について教
師以外の他者からの評価や助言を受けることができな
かった．また，覚えることを得意とする生徒は，速い
ペースで暗唱を進め，教師とのコミュニケーションも
頻繁になり，助言も多く受けることができるが，なか
なか英文を覚えられない生徒にとっては，その機会が
少なかったという点で，全ての生徒の英語の表現力を
高める活動にまでは至らなかった．
　そこで，生徒一人一人が自分自身の振り返りを行い，
「話すこと」や「読むこと」の表現力を高めるための
音読の学習活動が必要であると考え，読み物教材を
題材にポートフォリオ評価を取り入れた音読学習活
動を実践することにした．

(2)単元の目標の設定
　本実践の単元全体はニューホライズンの教科書の
「月世界より」という読み物教材を題材に，次の３点
を目標として設定した．
①一文一文の意味にこだわらず通読し，全体の概要
　を把握しようとする．
②指示語がさす内容を把握し，概要を理解した上で
　本文を暗唱することができる．
③月から見た地球は国境がわからないことから，地
　球人として世界各国の人々と「共生」しているこ
　とに気づく．
の３つである．そして教材の内容理解の学習後に，
「かけがえのない地球の大切さに思いをよせて，気持
ちをこめて音読することができる」という音読活動
のための学習目標を設定し，スタディノートを用い
たポートフォリオ評価活動を３時間で実践した．
(3)学習の展開と活動の流れ
　音読活動の学習の展開と活動の流れは図１の通りで
ある．大枠はコンピュータ室での学習である．小枠の
右に生徒の学習活動の流れを具体的に示した．学習活
動にかかる時間には個人差があり，学習の進度にはあ
る程度の差が生じるので，記載した時間は平均的な所
要時間である．学習の最後の段階にのみ「まとめとし
ての振り返り」を明記してあるが，各段階においては
個人内で振り返りの学習がなされなければならない.
(4)評価基準
　生徒が自己評価活動や相互評価活動を正確に行う
ことができるようにするためには実践前に評価基準
を明らかにする必要がある．本音読活動では以下の
８つの項目を評価基準として授業者が設定した．
①よく聞こえるように大きな声で発音している．
②英語らしい発音に気をつけて音読している．
③語句や文のアクセント（強弱）に気をつけて音読
　している．
④イントネーション（音調）に気をつけて音読している．
⑤速さに気をつけながら音読している．
⑥間の取り方に気をつけながら音読している．
⑦英語らしいリズムに気をつけながら音読している．
⑧表情豊かに気持ちをこめて音読している．
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学習者がこれらの８つの評価基準を常に意識しな
がら音読をすることにより，読むことの表現力を高
めていくことができると考えた．これらを５段階で
自己評価することにした．
(5)スタディノート上での教材の作成　
　コンピュータやデジタルカメラを使ったポート
フォリオ評価の音読学習が，生徒の必要に応じて効
率よく行われるように，教師の事前の準備としてス
タディノート上に２つの教材を作成した.「音読の学
習の方法」と「自己評価の書き方」という教材である．
「音読の学習の方法」の使用目的は，最初のオリエ
ンテーションの時間に生徒が一連の学習の流れを理

解できるようにすることと，音読練習時にモデル・
リーディングが聞きたいときや，評価基準を確かめ
たいときなど，いつでも再生して聞いたり，内容を
確かめたりすることができるようにすることである．
その構成と内容は，①目標，②ポートフォリオ評

価の学習の方法（図２），③評価基準，④本文の活字
とアクセントやイントネーションなどの表示を見な
がらＣＤのモデル・リーディングの音声が聞ける
ページ（図３），⑤ＡＬＴが本文を暗唱している映像
や新出語句などをクリック再生で聴くことのできる
ページ（図４）である．もうひとつの教材「自己評価
の書き方」は，具体的な自己評価の書き方の例を示
したものである．８つの評価基準に照らし合わせ，音
読や暗唱のビデオを見ながら，５段階で自己評価し
それについてのコメントを記した．

３．実践事例
(1)「ポートフォリオの学習の方法」のオリエンテー
   ション
　コンピュータルームでの第１時間目の授業の目標は，
初めて取り組むポートフォリオ評価の音読学習の方
法について理解することである．まず，音読学習の目
標が「かけがえのない地球の大切さに思いをよせて，
気持ちをこめて音読することができる」ということ

音読の学習の方法１

　　「ポートフォリオ評価」の学習方法

１　本文を暗唱できるくらいに何度もくり返し練習する。
２　デジタルカメラで映像を撮る。（ペアで）
３　スタディノートの自分のページに取り込む。
４　評価基準にしたがって自己評価をする。
５　データベースに登録する。（親情報）
６　友人の音読の映像と自己評価を見てアドバイスを書く
　　（子情報）
７　友人と先生のアドバイスをもとに改善のための目標
　　を立てる。
８　本文をさらに何度もくり返し読む。
９　再度デジタルカメラで映像を撮る。
10　データベースに登録して自己評価する。

図２　教材「学習の方法」のページ

　<学習の展開>　　　　　<活動の流れ>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間（分）　
　　　　　　
　　　　　　　　　　　・新出語句　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50
　教科書本文の学習　　・本文の内容と音読練習
　　　　　　　　　　　・本文の内容理解
　　　　↓

ポートフォリオ学習の　・目標を知る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20
オリエンテーション　　・ポートフォリオ評価の学習方法を知る（図２）
　　　　　　　　　　　・評価基準を知る
　　　　↓
　　　　　　　　　　　・スタディノート上の教材でモデルReadingを視聴する　　　　　　　　　  30
　　　音読練習　　　　・アクセント、イントネーション、間などの音読のポイントをつかむ
　　　　　　　　　　　・音読練習をする
　　　　↓
　　　　　　　　　　　・デジタルカメラで音読のビデオを撮る（ペアで）　　　　　　　　　　　　 30
　　自己評価活動　　　・スタディノートに音読のビデオを取り込む
　　　　　　　　　　　・評価基準に従って自己評価する
　　　　↓
　　　　　　　　　　　・自己評価と映像をデータベースに親情報として登録する　　　　　　　　　20
　　相互評価活動　　　・友人の自己評価とビデオを見て意見、助言を子情報として送信する

　　　　↓
　　　　　　　　　　　・送られてきた助言や意見の情報をもとに改善のための目標を立てる　　　　30
　 　音読の改善　　　 ・スタディノート上の教材を参考に音読練習をする
　　　　　　　　　　　・デジタルカメラで音読のビデオを撮る（ペアで）
　　　　↓
学習のまとめとしての　・最初に撮ったビデオと評価活動後に撮ったビデオを比較し改善され　　　　20
　　振り返り　　　　　　た点と改善されていない点について振り返りの学習をする
　　　　　　　　　　　・振り返りのノートを子情報としてデータベースに登録する

図１　学習の展開と活動の流れ
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を確認し，次に，スタディノートのデータベース上
に事前に作成してあった教材「音読学習の方法」に
従って説明をした．生徒たちは，コンピュータの画
面を見ながら，新しいことに取り組もうとする意欲
を持って真剣に集中して聞いていた．
(2)音読練習
　スタディノート上の教材にあるモデル・リーディ
ングのビデオ再生ボタンをクリックすると，コン
ピュータルーム中に一斉に英語が流れ始めた．生徒
は聞きたいページや聞きたい箇所，語句を繰り返し
何度もクリックして，楽しみながら正しい発音やア
クセント，イントネーションを聞いて確認していた．
モデル・リーディングは，教科書のＣＤの音声をビ
デオ録画したもので，普段使用しているＣＤラジカ
セの映像とネイティブ・スピーカーの朗読である．Ａ
ＬＴの先生が実際に暗唱，発音しているページは生
徒にとって大変に新鮮で興味深いものだったようだ．
生徒が自分の聞きたい箇所を必要に応じて何度でも
再生することができるという環境を提供したことは，
主体的な学びの意欲につながったと思われる．
(3)自己評価活動
　音読練習終了後，生徒はデジタルカメラで音読また

は暗唱をペアで互いにビデオ録画し合った．１ページ
の本文の音読を６０秒以内に収め，２ページ分を１枚
のフロッピーに収録した．自分なりに満足のいく音読
になるまで，数回の取り直しをしている生徒もいた
（図５）．録画をしたデータは，スタディノートにビデ
オボタンで取り込み，そして取り込んだビデオを視聴
しながら各自で自己評価を行った．評価は，８つの評
価基準に従い５段階で行った（図７，８）．
(4)相互評価活動
　自己評価の記述が終了した生徒は，自分の作成した
ページを，「データベース」に親情報として登録する．こ
れによって，どの生徒からも先生からも互いのページを
見ることができるようになる．自分のページを登録した
生徒は，随時新しく登録されてくる友人のページを閲覧
して，それぞれのビデオを視聴しながら意見，感想，助
言を書き込んでいく（図６）．このときに留意させたこ
とは，相手の良い点，優れた点に注目することだけでな
く，できるだけ相手に参考になるような助言や意見を書
き込むということである．そうすることにより，生徒が
自らの学習過程を振り返り，新たな目標や課題を持って
学習を進めていくための手助けになると考えたからであ
る．これらの意見や感想，助言は，相手の親情報に対し
て子情報としてデータベースに送信した．

図３　教材　本文の学習ができる

図４　教材　ＡＬＴのビデオ再生ができる

図６　相互評価活動をしている生徒

図５　デジカメで音読を録画する生徒
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(5)音読の改善
　送られてきた友人や教師からの助言や感想，意見を
もとに，新たな目標を立て，再度音読の改善に取り組
む．この際，生徒はスタディノート上の教材を用い
て，発音やアクセント，イントネーションなどを確認
し，自分の英語をより良いものにしていく．そして最
終的に音読または暗唱したものをビデオ録画する．
(6)学習のまとめとしての振り返り
　最初に撮ったビデオと評価活動後に撮ったビデオ
を並べて比較し，改善された点と改善されなかった
点について振り返って，図9，10 のようにスタディ
ノートに書き，子情報として再度データベースに登
録した．登録したものは，教師や生徒が相互に情報
を交換し合い，互いの学びを共有した．

４．結果
　一連の音読学習を通して，データベースに登録され
た生徒ひとりひとりのポートフォリオを分析すると，
その学びの内容を以下のようにまとめることができる．
①友人と教師の助言をしっかりと受けとめ，発音と気
　持ちをこめて暗唱することに改善がみられた．
　（図11，図12）

②２回目の暗唱のビデオ撮影をしてやっと自己の暗唱
　に納得した．（図12）
③リズムやテンポ，発音に気をつけて練習し，目標が達
　成できたという充実感を味わうことができた．（図13）
④映像により無表情で気持ちがこめられていなかった
　ことに気づき，自らの努力で改善できるということ
　を実感した．（図14）
⑤「かけがえのない地球の大切さに思いをよせて，気
　持ちをこめて音読する」という目標に迫る自己評価
　と課題設定をすることができた．
⑥自分の達成できた点と今後の改善点とを含め，きち
　んと振り返りの活動ができ，次への活動につなげる
　ことができた．
⑦活動を通して音読のレベルから暗唱のレベルまで高
　められた．
⑧相手の優れた学習状況に刺激されて自分も頑張れた
　と自覚した．
⑨自分が意識したことと実際の録画との違いやずれに
　気づき，もっと努力する必要があることを認識した．
　（図15，16）
　以上，９つの例をあげたが，どの生徒も自分の音
読・暗唱しているデジタル映像を何度も再生し，じっ
くりとみることによって，自己評価と相互評価，振

月世界より　自己評価

☆自己評価☆

＊目標＊

気持ちをこめることは、自分ではやったと思っていたが、聞いて
みるとあまりできていなかった。でも、地球の大切さに思いをよ
せることは、できたと思う。

1、結構大きな声で音読できたと思う。　　　　　　評価・・・４

2、horizonや、earthの発音はできたと思う。でも、children
　の発音がうまくできなかった。　　　　　　　 評価・・・３

3、アクセントはあまりできなかった。でも、differentのアク
　セントはうまくできたと思う。　　　　　　　評価・・・４

図７　生徒Ａの自己評価のページ１

図８　生徒Ａの自己評価のページ２

月世界より　自己評価

4、イントネーションはあまりうまくできなかった。評価・・・２

5、速さがちょっとはやかったと思う。　　　　　評価・・・２

6、間をもうちょっと間をあけて読んだほうがいいと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価・・・２
7、リズムは結構できたと思う。でももうちょっとすらすら読め
　　るといいと思う。

　表情があまりなかった。もっと表情を入れたほうが表情を入
れたほうがよかったと思う。　　　　　　　　評価・・・１

Re: 月世界自己評価

振り返り
１回目の暗唱　　　　　　　p88　　　　　　p89

２回目の暗唱　　　　　　　p88　　　　　　p89

　88 ページは1回目に比べて2回目の方が発音がよくて目標
　どうりにできたと思う。
　89ページは1回目と2回目にあまり差がなかった。たぶん
　文をおぼえるのがやっとだったんだと思う。
　アクセントやイントネーションは気をつけながらできた
　けど間の取り方や英語らしいリズムは1回目も 2回目も意
　識できなかった。声の大きさは1回目のほうがよかった

図９　生徒Ｂの振り返り

図10　生徒Ｃの振り返り

振り返り

☆振り返り☆

　　　１回目の暗唱　　　　　　　　←p88　　　　　←p89

　　　　最後の暗唱　　　　　　　←p88　　　　　　←p89

前よりも言う速さがよくなってスラスラと暗唱できていた
と思う。ほんの少しだけ強弱ができたかな。How beautiful!
の部分はよくなったと思う。



　今年のメディアコーディネータ研修会の活動から　ポートフォリオ評価を取り入れた英語科における音読学習

り返りがしっかりとなされていたといえる．
　これは音読学習を行ったあとの，ある生徒の率直
な感想である．

　自分や家ではわからない発音が，コンピュータを
使って自分がうまく発音できないところ，自分が得
意とする発音が手にとって分かり，すごく良かった
と思います．分かることによって，重点的に練習し
たりできるし，注意する点をどうしたらうまくでき
るかを友達や先生に聞けて良かったです．あと，皆
が聞くということで皆が練習して英語の発音をもと
に切磋琢磨して勉強ができたのでは？（切磋琢磨＝
友達と競い合い二人とも上手くなる事）

　授業者がこの学習活動でめざしたものを生徒が学び
ながら感じ取り，体得していたということがわかる．
授業者としては嬉しい限りである．

５．考察
　スタディノートというネットワーク・システムを
活用して行った，英語の音読活動におけるデジタル
ポートフォリオ評価活動は，次の点において効果が
認められたといえよう．

①読むこと，話すことに関して８つの評価基準を
　設け，何に意識して練習したり評価したりしたら
　よいのかを明らかにすることで，学習の質を高め
　ることができる．
②ネットワークを活用し，スタディノートのデータ
　ベース上で自己評価や相互評価の情報交換をする
　ことにより，多数の友人や教師に努力の様子や優
　れた点をみてもらうことができる．また，異なる
　学級の友人など，普段みられない相手の学習の過
　程や成果を見ることができると同時に，優れた点
　に刺激されて相互啓発することができる．
③映像を公開するということで，いい加減に済まさ
　れないという意識が高まり，より高い目標を設定
　して課題解決のための努力をすることができる．
　また，相互に助言を真摯に受けとめ，音読や暗唱
　を改善することができる．
④映像により自分の意識と実際とのずれがあること
　に気づき，改善のための努力をすることができる．
⑤映像の比較により自分の達成できたところと今後
　の改善点とを含めてきちんと振り返りの活動がで
　きるので，目標が達成できたという充実感を味わ
　うことができ，次への活動につなげることができる．

図11　生徒Ｄへの感想と助言

Re: 母なる地球を思い描いて
>
>
>　４　自然なイントネーションだと思う。　３
>　　　とても自然なイントネーションでした。『パチパチ』

>3　　　たまに語りかけていつつたまに無視している感じになっってしまった。
　　　少し気持ちが入ってなかったと思う。気持ちをこめて暗唱すると　Very Ver
　　 y Good!になると思います。

>　５　少し早いかなと思う。　２
>　　　　もう少しゆっくり読んだほうがよかったと思う。

>3　　　最初のほうは良かったけどどんどん早くなってしまった。　６　文と文との
　　　間に間をとったほうがいいと思う。
>　　　間は私よりあいていたけど、もっとあけたほうが相手が聞きやすくなって
　　　よりよくなると思います。
>3　　　間をつめすぎた。
>　７　単調な感じがするのでもっとリズムをとりたい。　２
>　　　もっとリズムをつけるととってもよくなると思います！！

>3　　　音痴のせいか、リズムをとるのは、難しい。
>　８　上手に読むことを意識して気持ちがまだ足りない。　３
>　　　表情は私といっしょで無表情だった。気持ちは入ってるところと、入っていな
　　　いところがあった。ここも完璧にするとますます Very Very Good!!
>3

図 12　生徒Ｄの振り返り

振り返り

三回目→　　p88　　　p89

　一回目や二回目よりも全然良くできたと思います。
声の大きさも自分なりに、良くできたと思います。
　あと、難しい発音のところにも注意したつもりです。
　　でも、ちょっと注意しすぎて
次の言葉がでなかったところもあります。
☆感想☆

　自分や、家では分からない　“発音”がコンピュータを使って
自分はうまく発音できないところ自分が得意とする発音が手にとって分かり
すごく良かったと思います。
　分かることによって、重点的に練習したりできるし注意する点をどうしたら
うまくできるかを友達や先生に聞け良かったです。
　あと、皆が聞くということで皆が練習して英語の発音をもとに
切磋琢磨して勉強ができたのでは？
　（切磋琢磨＝友達と競い合い二人とも上手くなく事）

図 13　生徒Ｆの目標と振り返り

目標　もう少しリズムよくしよう

目標　　　　もう少しリズムよくしよう

★　前の暗唱のときはリズムとかがあまりできていなかったから
次はテンポやリズム などに気をつけてはっきりと暗唱していき
たいと思います。あと時々発音に気をつけるのを忘れたので
忘れないようにしたいです。

　　　　　　　　８９ページ　　　８８ページ

　★　今回やったのはとてもよくできていたと思います。
　　　目標が達成できたのでよかったです。

図14　生徒Ｇの目標と振り返り

目標　大きな声で気持ちをこめる

＊＊目標＊＊
前の暗唱では、声があまり聞こえなかったし、ぜんぜん
気持ちがこもってなかったから、誰でもきこえやすい声
で、気持ちが伝わるようにがんばります。

前よりとてもよくなったと自分でもおもった。やっぱり、
 英語は自分次第でどこまでもうまくなれるんじゃないかな
 と思った。この学習を通して、これからも上手な英語を
 目指してがんばろうと思います。

　



ポートフォリオ評価を取り入れた英語科における音読学習　

図15　教師による助言

Re: Let’s Think About The Moon!
>　　　　　　　　←p89　　　　←p88　　　　　　　　　　　　　　　☆自己
評価☆
>＊目標＊
>　　暗唱に力を入れすぎてなかなか気持ちをこめて読むことが　できなかった。し
かし、間違えずに読めたと思います。
>
>　１　声は、あまり出ていないと思う。でも、自分なりに発音　　は、できていた
と思う。　　　　　４
>
>3　２“ｅａｒｔｈ”などの発音は自分なりにできていたと思
>　　う。
>the earthのthの発音があまりよく聞こえませんでした。もう一度よく
練習してみましょう。
>3　３　アクセントは、まあまあ。でもできていない単語がある
>　　　と思う。
>mysteriosのアクセントはそれでいいかな？
文の中の語句の強弱に気をつけてみましょう。CDをもう一度聞いてみよう。
>3　４　音調は、とてもできていたと思う。　５
>
>3　５　速さは、ＣＤと同じ速さに気をつけてやったけど、なか
>　　なかその速さと同じようにはできなかった。　　３
>
>3　６　間は、意識をしながら暗唱したけど緊張していて間がと　　れなかった。

図 16　生徒Ｈの振り返り，反省

Re: Let’s Think About The Moon!

★三回目・全体反省★
”ｉｓ”が抜けていた。あと、”ｍｙｓｔｅｒｉｏｕｓ”のイントネーショ
ンがおかしかった。あと、一・二回目にくらべて”ｅａｒｔｈ”ができるよ
うになった（ようなきがする）。
　全体的に間がなかなかあけれなかった。もっと落ち着いてできるようにし
たかった。
発音・イントネーションがめちゃくちゃだった（恥ずかしい）。
二年生は、もっともっと発音・イントネーションができるようになりたい。

⑥相互評価の活動において，留意点として相手の良
　い点、優れた点に注目するだけでなく、できるだ
　け相手に参考になるような助言や意見を書き込む
　ようにさせたことは，互いの音読を改善させたり，
　向上し合ったりするのに効果的であった。
⑦スタディノート上での教材「学習の方法」を作成し，
　オリエンテーションや学習に活用したことは，授
　業の効率を高め，生徒に学習の一連の流れをイメー
　ジさせたり，主体的に学ぶ環境を提供することがで
　きたという点で，効果があった。

６．結論
　英語の音読学習において，自己評価活動と相互評
価活動にじっくりと取り組んだポートフォリオ評価
活動は，「聞くこと」「話すこと」「読むこと」の３領
域に渡ってその表現力と学びの質を高める，極めて
有効な学習活動であることが明らかになった．
　今回は１つの単元での取り組みであったが，次年
度からはポートフォリオ評価を年間の活動に位置付け，
定期的に取り入れていきたいと思う．

文献
余田義彦,2001,「生きる力を育てるデジタルポートフォリオ学習
と評価」，高陵社書店
吉田　浩,2001,「スタディノートによるデジタルポートフォリオ評
価　五年国語『朗読』への活用」，21世紀教育研究所（ビデオ）
※信州大学教育学部附属教育実践総合センター紀要No.3
　p.151-160より部分掲載

Re: 月世界自己評価
>
>
>　　⑤ちょっと速い気がする。　　　3
> Yes,I think so,too.
>3　 ⑥もうちょっと間を入れたほうがいい気がする　3
　文と文の間にね。
>3　　⑦思ってたよりはできた　3
>自然な感じでとても上手です。
>3　　⑧下を向いていて表情がわからんかった。
>　　　気持ちはまあまあいれれた。　　3

そうですね。次はぜひ前をみて暗唱してみてください。
全体的に子音をきちんと発音するとよくなると思います。

図 17　教師による助言

Re: 月世界自己評価
>　ここをクリック
>　　　　　　　　　　　　　自己評価
>
>3　　＊目標＊
>
>　地球のことを考えながら読んだ。けれど上手にやろう
>　としたら、下をむいてしゃべってしまった。けど自分
>　的には気持ちをこめてできたと思う。
>
>　　①なかなか大きい声でしゃべれた。　　４
>　　　声大きかったよ。聞きやすかった。
>3　　②ｒやｔｈに気をつけながらしゃべったが、できてなかった。　3
>　　　　できてなかったかな？できてたと思うけど・・・
>3　　③語句はまあまあできたが、文のアクセントはあまり
>　　　できてなかった。　　　3
>　　　　ん～微妙だったね。japanを気をつけよう。
>　　　④自分では気をつけたつもりだったけど、あまりでき
>　　　　てなかった。　　　3
>　　　　何を気をつけたの～？全体的にはかなり良かったぜ☆
>3　　　　もう少しこっちを見れるともっともっとよかったと思う。

Re: 月世界自己評価

図18　生徒からのアドバイス（子情報）

>
>
>
>　
>　　⑤ちょっと速い気がする。　　　3
>　　　別に速いとは思わんけど。ちょうどいい速さだった。
>3　　⑥もうちょっと間を入れたほうがいい気がする　3
>　　　　１つ１つにしっかり間をいれたほうがいいよ。
>3　　⑦思ってたよりはできた　3
>　　　　あっ君かむと思った（笑）上手かったよ～！
>3　　 ⑧下を向いていて表情がわからんかった。
>　　　　気持ちはまあまあいれれた。　　　3
>　　　　気持ちはまあまあでてたよ。とにかく前向けって感じ。
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こんなホームページをみつけました「０で割ることは罪深い」／平成14年度全国視聴覚教育研究会「滑川大会」　

－ＥＣＯＮｅｗｓはホームページ、または郵送で！－
　ＥＣＯＮｅｗｓは、２１世紀教育研究所のホームページをご覧になるか、または郵送で受け取ることができます。郵
送会員には、年会費1000円で、年6回発行のECONewsと ECONews教材CD-ROM、スタディシリーズ試用版CDなどを無償
で配付いたします。くわしくは、下記までご連絡ください。ECONews教材CD-ROMは、希望者のみの配布となっています。
申し込みをされる際は申込用紙に教材CDｰROM希望とお書きになるか、その旨を当研究所までお伝え下さい。

こんなホームページをみつけました「「「「「０００００ででででで割割割割割るるるるるここここことととととははははは罪罪罪罪罪深深深深深いいいいい」」」」」　

　ある日の２１世紀教育研究所でのことです。中山先生が「０÷５＝０だけれど、５÷０の答えは？
と生徒に聞かれたらどう答えるか？」ということを話題に取り上げました。Ａさんは「０で割ったら答えは無
限大と習ったけど…」Ｍさんも「そんな気がする…」。
　そこでインターネットで「割る数，０」をキーワードに検索してみました。すると「Welcome to tmt's
MathemaTeX Page!」（URL: http://www4.airnet.ne.jp/tmt/）というサイトを発見。開いてみると「０で割るこ
とは罪深い」「得体のしれない分数の割り算」「-1.5 を四捨五入すると？」といったメニューが並んでいます。
児童・生徒が質問してきそうなことがズラリ。なかなか面白い内容です。とくに数学の苦手な先生方、子ども
たちに質問される前に一度覗いてみてはいかがでしょう。（なお、ホームページ作成者より、特別、算数・数
学の疑問に答えようとしたホームページではないが、内容に間違いがないように充分注意はしているつもり、と
のことです。）ちなみに、「０で割ることは罪深い」の一部をご紹介します。

（前略）さあ、いよいよ０で割り算をしてみましょう。考え方はさっきと同じです。たとえば３÷０を考えます。これは３÷０＝□

の□を求めることです。さっきと同様に３＝□×０を満たす□を探せばよいのです。ところがどんな数に０をかけても答えは０にな

るという約束があったわけですから、□がどんな数でも答えは０でなければなりません。つまり３になることはないのです。（後略）

　松下視聴覚教育研究財団が毎年行なっている全国視
聴覚教育研究大会が、今年は富山県滑川市で開催され
ます。滑川市内小中４校の公開授業、パネルディス
カッション、および記念講演等が予定されています。
○期日／11月15日（金）
○主催／滑川教育委員会、(財)松下視聴覚教育研究財団
○会場校／[公開授業および研究会]寺家小学校、西部
　　　　　　小学校、滑川中学校、早月中学校
　　　　　[全体会]早月中学校
　西部小学校では、「にこにこ花、ほかほか花、きらり
ん花、三つの花を咲かせる夢いっぱいのなめりかわ西
部～コンピュータを活用し、地域の中で自らの学びを

　平成14年度全国視聴覚教育研究会「滑川大会」
　　　大会主題「高度情報社会を創造的に生きる児童・生徒の育成～マルチメディアの活用を通して」

創り上げる子どもの育成～」をテーマに、スタディ
ノートの公開授業が３つ行われます。研究会の指導
講師は、同志社女子大学の余田義彦先生です。また早
月中学校では、「人と人とのふれあいを大切にし、主
体的に問題を追究する生徒の育成～互いを認め合い、
豊かに表現する生徒を目指して～」をテーマに、スタ
ディノートの授業２つとインタラクティブ・スタ
ディの授業１つが公開されます。特に「中学２年電
流」は、公開授業として行われる初めてのインタラク
ティブ・スタディを活用した授業です。研究会の指導
講師は信州大学の東原先生です。

(財)松下視聴覚教育研究財団ホームページ

http://www.mef.or.jp/index.html

　今号で橋本先生にご寄稿いただいたスタディノートを活用
した英語科の音読学習の授業は、平成13年につくば市竹園東

小学校の吉田先生が国語科の朗読学習で実践された手法を中
学校の英語科に応用実践されたものです。こうした形で小中
の枠や教科を越えてすぐれた実践が広がっていくのも、スタ
ディの仲間ならではのことではないでしょうか。21世紀教育
研究所では、これからもECONews紙上やＶＴＲの制作を通じ
て多くの授業実践をご紹介して行きたいと考えております。


